
湯浅町スポーツ表彰は、平成 31 年１月１日～令和元年 12 月 31日までに開催された、国際、全国、
または複数県が参加する各種スポーツにおいて、優秀な成績を修められた団体及び個人、スポーツ振
興への貢献、優秀なスポーツ選手の育成等、長年にわたり指導者として尽力した方々に対し行われます。
対象者の推薦を次のとおり募集しますので、ぜひお申し込みください。
対 象 者 　町内在住、在学、在勤の方、町外で下宿生活をおくっている湯浅町出身の学生
提出書類 　推薦書に大会規模等の概要が記載されたもの、及び表彰状等の成績を証明できる書面を

添えてご提出ください。
受付期間 　12 月２日㊊～１月 10 日㊎　　　 受付場所 　湯浅町教育委員会（19 番窓口）

湯浅町スポーツ表彰の推薦を受け付けます！

教育委員会からのお知らせ
お問合せ先 湯浅町教育委員会 社会教育係（19番窓口）☎６３－１１１１

本年度は大相撲元小結の舞の海秀平氏を招き、下記の通り講演会を開催します。
入場料は無料ですが、会場の席数（約 200 席）の都合上、入場には整理券が必要
となります。
日　時 　12 月 22 日㊐
　　　　 開場：13：00 開演：13：30 ～
場　所 　役場３階　なぎホール
整理券配布場所

　湯浅町教育委員会　社会教育係
　（役場２階 19 番窓口）

令和元年度 文化講演会を開催します
演題『小よく大を制す』

オペラ歌手である星野隆子さんらをお招
きしクリスマスコンサートが行われます。
子どもから大人まで楽しめるコンサートに
なっておりますので、子ども連れの方も是
非お越しください。
日　時 　12 月 25 日㊌
 開場▶13：30 開演▶14：00 ～
場　所 　役場３階　なぎホール
入場料 　無料　全席自由

本年度の成人式を次のとおり開催します。
対　象 　平成 11 年４月２日～

平成 12 年４月１日生まれの方
場　所 　役場３階　なぎホール
日　時 　１月 12 日㊐ 受付 13：00 ～ 開式 13：30 ～

※湯浅町に住民票がある方には、12 月中旬に案内状（ハガキ）
を送付します。

　就職・進学等で住民票を町外に移されている方で、湯浅町
の成人式に出席を希望される方は、教育委員会までご連絡
ください。

令和元年度成人式のご案内愉しい音楽会
クリスマスコンサート

1968年青森県出身。
山形県の高校教師に内定していたが、夢であった大相撲へ
の道を叶えるため周囲の反対を押し切り大相撲入りを決意。
しかし、基準の身長に足らず、新弟子検査に不合格。頭にシ
リコンを入れ、二度目の検査で合格しました。最高位は小結。
角界最小の身体ながら「猫だまし」や「八艘
飛び」などファンを驚かせる数々の技を繰り
出し、『技のデパート』のニックネームで親
しまれました。
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あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～

人権尊重委員会
人権推進課
（総合センター）
☎６４‒１１２６

jinsui@town.yuasa.lg.jp　「人権啓発講演会アンケート」にご協力ありがとうございました　　

世界の全ての人々と国々が、基本的人権と自由を尊重し確保するために、1948 年 12 月
10日に「世界人権宣言」が国連で採択されました。それを記念し、国連は 12月 10日を「人
権デー」と定め、人権擁護活動を推進する各種行事の実施を促しています。
このことから、法務省と全国人権擁護委員連合会は、「人権デー」を最終日とする１週間

を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及・高揚に取組んでいます。
湯浅町内では、人権週間啓発活動としまして、人権尊重委員会と人権擁護委員による街頭

啓発を実施します。
◆開催日時：令和元年 12月 6日㊎　午前 10時～（啓発物資がなくなり次第終了）
◆開催場所：エバグリーン湯浅店・オークワ湯浅店・松源湯浅店（店頭にて実施）

第７１回人権週間　─12月４日㊌～ 10日㊋─
人権週間とは・・・

世界中の全ての人々はみんな同じ人権を持つ、かけがえのない存在です。それぞれの個性
や生き方の違いを大切にして、全ての人の人権が尊重される豊かな社会をつくりましょう。

湯浅町人権尊重委員会にお
いて「人権啓発講演アンケ
ート」を実施しましたとこ
ろ、約120名の方々にご回
答いただきました。
皆さんからいただいたご意
見を参考に、今後も人権啓
発の推進に向け活動してい
きますので、皆様のご理
解・ご協力をお願いします。

11月３日（日）「ゆあさYYまつり―人権啓発講演会―」には多
くのみなさまにご来場いただきありがとうございました。
『皮の文化の担い手たち』と題した太田 恭治氏の講演では、実
体験を織り交ぜながら皮産業の歴史や現状について分かりやすく
お話いただきました。また、黒拍子さんの和太鼓や琴などの演奏
も非常に迫力のある、素晴らしいものでした。
講演会の中で「三味線の演奏者は人間国宝とたたえ

られている一方で、三味線を作っている皮職人は穢
けが

れ
ていると差別を受けてきた」と、演奏者を支える大切
な仕事にも関わらず、長い歴史の中で不当な扱いを受
けてきた悲しみや、自分たちの職を誇ることが出来な
かった苦しみを話されていたのが印象的でした。

人権啓発講演会への感想（抜粋）
○生業や生まれ育った場所を理由にいわれのない差別を受け
てきた人々がいる。伝統と文化の担い手にリスペクトを。
○生活をしていくために皮の仕事をしていくしかなかったと
言われたが、大事な仕事だと皆が気が付けばよかった。み
なが何かの役にたつために生まれてきたと思う。
○皮革産業と部落の歴史に強く心を打たれた。
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